
自己紹介
私とソーシャルワーク

小樽市立高等看護学院

～社会福祉との出会い～

自分史と大切にしている価値観



自己紹介

ソーシャルワーカー（社会福祉士）

北海道教育大学出身

宇田 有佑 (平成生まれ）

中学校と高校の教諭免許1種（数学）

元日本ソーシャルワーカー協会青年部委員

障害福祉分野と高齢者福祉分野で従事



自己紹介

ヒストリー

燃え尽き症候群で大学卒業後そのままフリーター

公務員（田舎の役場）試験落ちる

急いで正社員になったら見事なブラック企業

コネで障害者福祉の支援員へ



自己紹介

歴史ある社会福祉法人

知的障害のある人たちと共に生きる

（畑仕事、清掃、生ごみ回収、除雪など）

次第に回復していく（自信を取り戻していく）

障害があると呼ばれる人たちが自分を支えてくれた
※当然働く上で困難はたくさんあった（職員関係・困難ケース・トラブル）



自己紹介

社会福祉士の養成校

３年ほど経過：教育給付金制度が使える

資格取得の最大８割のお金戻ってくる

運命の1本の電話

ソーシャルワークに熱い２人の先生と出会う



自己紹介

社会福祉士の勉強で外の世界に足を運べる

北海道共生型スタディプログラムに参加

人生の転機

社会福祉法人ゆうゆうの大原さんとの出会い

共に歩む仲間との出会い（後にNPO設立）



自己紹介

社会福祉士取得後、コロナ渦でオンライン

Social Change Agencyのプログラムに参加

オンラインで急成長

全国の最先端の人たちと切磋琢磨できる環境

オンラインでイベントも主催(どさんこ福祉交流会)



自己紹介

社会福祉士取得後、コロナ渦でオンライン

日本ソーシャルワーカー協会に入会

オンラインで参加可能

ソーシャルワークに熱い人たちと切磋琢磨

１年後には青年部委員として活動をはじめる



社会福祉士取得とコロナ渦をきっかけに飛躍

北海道共生型スタディプログラム
01

03

Social  Change Agencyでの
オンラインの学びとつながり

02

日本ソーシャルワーカー協会青年部での経験
03



個人的な活動：SOCIAL CONNECTION

独自でホームページ運営：間もなく日本一



大切にしている価値観

ピープルファースト

～障害者である前に一人の人間である～

With People ～人々と共に

～「To～ために」ではなく「共に」という姿勢

社会福祉は一重にものの見方にあり

～弱者の側に立って世の中を俯瞰的にみる



おわりに

[積小為大 ]

小さな1歩を積み重ねること

人生に近道なし

共に学び合いましょう


